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2017年度助成 所属機関 福津市立福間中学校 

役職 代表者名 校長 原田博幸 役職 報告者名 教諭 矢野和宏 

タイトル 
｢科学を学ぶ意義や有用性を実感する生徒を育てる理科授業の創造｣ 
～プレゼンテーション活動と話し合い活動を位置づけた学習過程を通して～ 

※ご異動等で現職の方では成果発表が難しい場合、上記代表者または報告者による代理発表を可といたします 

１．実践の目的（テーマ設定の背景を含む） 

1. テーマ設定の背景 

①本校の校内研究との関連から 

本校は、昨年度まで「自ら学び、自分の考えを表現する生徒の育成」を研究主題に掲げ、各教科においてア

クティブ・ラーニングを取り入れた授業構成の工夫を行い、生徒の表現力を高める研究を進めてきた。「自ら学

び、自分の考えを表現する生徒」とは、自らの課題に意欲的に取り組み、すすんで話し合ったり、教え合ったりす

る学習を通して、自分の考えを書いたり、話したり、または動作や具体物で表現したりすることができる生徒のこと

である。めざす生徒の姿に迫るため、問題解決学習・課題達成学習や体験活動を中心として、1 単位時間の学

習の中に「自分の考えを表現する場」や「友達と話し合う場」を位置づけ、表現力の向上を図ってきた。 

 理科においては、問題解決過程で、予想場面で根拠を明確にした自分の考えを表現させ、観察・実験の結果

から友人と話し合って考察させ、結論を表現させてきた。このような学習活動を踏まえ、本研究では、理科学習を

通して、現代的な課題である「科学を学ぶことの意義や有用性を実感できる」生徒を育みたいと考える。 

②理科教育の課題から 

 現行学習指導要領中学校理科の改訂にあたっての基本的な考え方の一つとして、「科学を学ぶ意義や有用

性を実感させ、科学への関心を高めること」が示された。これは、国内外の様々な調査から、生徒が科学を学ぶ

意義や有用性を実感していないことが課題となっている。そのため、科学技術が日常生活や社会を豊かにして

いることや、安全性の向上に役立っていること、理科で学習することが様々な職業と関係していることなど、日常

生活や社会との関連を重視して理科授業の改善が求められている。 

 

2. 研究のねらい 

本研究においては、科学を学ぶ意義や有用性を実感させ、科学への関心を高める生徒を育てるために、３学年の 

「くらしを支える科学技術」の学習を中心に、情報を他者と共有しながら、対話や議論を通じて協同的な問題解決を

図る学習過程のあり方を研究したい。 

そのためには、学習問題や学習課題について、インターネットや図書室などの書籍・雑誌を使って調べ、調べた内

容をパワーポイントを使ってまとめ、全体の場で説明する「プレゼンテーション活動(電子黒板を使用)」を行う。 

そして、「私たちのくらしと科学技術の関係や科学技術の発展にともなう課題」について、プレゼンテーションを聞い

て学んだことや思ったこと、考えたことなどの意見を出し合い、将来の科学技術について「話し合う活動」を通して、科

学的な思考力を高め、主体的に学ぶ姿勢を身につけさせることをねらいとする。 

 

２．実践にあたっての準備（機器・材料の購入、協力機関等との打合せを含む） 

・65型電子黒板(キャスター付き)の購入 

・理科教科部会での研究計画の検討および授業検討 

・他校のＩＣＴを活用した研究授業の参観 

 

成果報告書 
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３．実践の内容 

単元は３つの段階より構成し、「プレゼンテーション活動」、「話し合い活動」を通して、生徒が科学を学ぶこと

の意義や有用性について実感できるようにする。 

関心を高める段階 課題を追求する段階 考えを深める段階 

 

 

 

 

 

 

 

  

・教師は、「衣食住」、「輸送・通信」
の中から例を挙げ、「今と昔」形式
で科学技術の発展がくらしを支え
豊かにしていることをプレゼンする。 
・生徒は、「衣・食・住・輸送・情報」
の 5 つのテーマから小グループで
話し合い、調査するテーマを設定
する。 

・生徒は、web や書籍を使って調査
活動を行い、科学技術の内容とそ
の利便性、科学技術を利用する際
の留意点やこれからの発展性等に
ついてレポートにまとめ、内容をお
互いに交流する。 
・生徒は、小グループで各自のレポ
ートをもとに、プレゼン資料をパワー
ポイントで作成する。 

・生徒の各グループが調査内容を
電子黒板を使ってパワーポイントで
プレゼンする。その発表をもとに、
生徒は「科学技術のメリット・デメリッ
トと今後の展望」、「持続可能な社
会にする方法」について、自分の考
えをまとめる。 
・教師は、生徒のプレゼンの中から
ピックアップしたものについて補足
説明を行い、話し合いの視点を明ら
かにする。 
・生徒は、小グループで科学を学ぶ
ことの意義や有用性について話し
合う。 
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４．実践の成果と成果の測定方法 

【webや書籍を使った調査活動の成果】 

 これまで、この単元の学習では教科書を使った講義形式の一切授業で知識伝達を主として行ってきた。今

回は、小グループに分かれてそれぞれ興味・関心のある内容を webや書籍を使って調べることで、主体的に

学ぶ様子が見られた。また、お互いに意見交換をすることで、様々な分野との関わりについて多面的・総合

的に考えることができた。 

【電子黒板を使ったプレゼンテーション活動の成果】 

 各グループ 10分程度でプレゼンテーションを行った。電子黒板を使ってプレゼンテーションを行う中で、

重要な部分に下線を引いたり、補足説明を書き加えることで、聞き手に伝わるよう工夫を行った。 

 

 

 

 

 

 

 発表の内容をうけて、それぞれの生徒が内容(現状、メリット・デメリット、今後の展望)から分かったこ

とや学んだことを簡潔にまとめた。また、持続可能な社会にする方法について考えた。 

[発表を終えての感想] 

・簡単に説明するのは難しかったが、班の人と発表することができて良かった。 

・実際に調べてみて、知らなかったことがたくさんあったので、機会があれば身のまわりの科学技術に 

ついてさらに詳しく調べてみたいと思った。 

[持続可能な社会に向けて] 

・現在だけでなく、将来まで暮らしていけるように、課題を一つひとつクリアして、長く使える科学 

技術が開発されれば良いと思った。 

・どの技術においても、環境に配慮することが大切だと思った。環境を守りながら、科学技術を利用し 

 ていくためには、このような学習を通して技術と環境の関わりを知ることが大切だと思った。 

 

【全体の成果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業を行った生徒に対してアンケートを実施した。授業前と授業後で、科学を学ぶことの有用性と電子黒

板の活用について 4段階で評価をした。このアンケートの結果から、「そう思う」「ややそう思う」と答えた

生徒が増えていることが分かる。よって、生徒の科学的な思考力を高め、主体的に学ぶ姿勢を身につけさせ

ることができたと考える。 
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５．今後の展開（成果活用の視点、残された課題への対応、実践への発展性など） 

【成果の活用】 

・今回の研究では、生徒が主体的に学ぶ姿勢を身につけさせることができた。生徒は、小グループでの話し合いの 

中で、互いに理解を深め、興味・関心をもって学習に取り組んだ。 

・電子黒板を使うことで、下線を引いたり、書き込んだりと発表の工夫をすることができた。今後も、生徒が主体的・協

同的に学ぶことができる授業展開を工夫していきたい。 

 

【残された課題への対応】 

・プレゼンテーションでは、発表する内容の精査や話し方など、練習する時間を十分に確保することができなかった 

ので、時間数を調節してプレゼン方法の確認をしっかりとおこないたい。 

・タブレット端末を班の台数分用意し、理科室内でのインターネットができる環境を整え、生徒が疑問に思ったことや

調べる内容が不足したときなど、すぐに対応できるようにしたい。 

 

６．成果の公表や発信に関する取組み 

※ メディアなどに掲載、放送された場合は、ご記載ください 

 

 

７．所感 

理科教育助成をしていただくことで、生徒に情報活用能力を身につけさせることができた。本研究を行う中で、改め

てＩＣＴの効果を実感することができ、ＩＣＴを使うことで、学習の可能性が大きく広がっていくことを感じた。 

普段はあまり発言をしない生徒が、電子黒板を使いながらプレゼンテーションを行い、自分の考えをしっかりと説明

する姿に驚いた。口頭で説明するよりも、画像を示しながら説明することで理解が深まり、「なるほど」「そうだったのか」

といった声が上がり、深い学びにつながったと考える。 

今回の研究を基に、これからもＩＣＴを積極的に活用し、生徒が自ら学びたいと思える授業づくりを行っていきたい。 

 


